
１／３ 

１ 件 名 

  自衛隊沖縄地方協力本部沖縄募集案内所で使用する電気について適用する。 

 

２ 概 要 

 (1) 需要場所 

   自衛隊沖縄地方協力本部沖縄募集案内所 沖縄県沖縄市美里１丁目２－９ 

 (2) 業種及び用途 

   官公署（国家事務） 

 

３ 仕 様 

(1) 電気方式、標準電圧、周波数 

ア 供給電気方式      従量電灯 単相３線式 １００／２００Ⅴ  

              低圧電力 三相３線式 ２００Ⅴ  

イ 供給電圧（標準電圧）  １００Ⅴ／２００Ⅴ 

ウ 計量電圧（標準電圧）  １００Ⅴ／２００Ⅴ 

  エ 周 波 数       ６０Ｈｚ 

  オ 受電方式        １回線 

カ 蓄熱式負荷設備の有無  無 

(2) 契約電力、予定使用電力量 

  ア 契約電力      従量電灯及び低圧電力８ｋｗ 

  イ 予定使用電力量   従量電灯５，６２４ｋｗｈ、低圧電力２，１４８ｋｗｈ 

月別 
使用電力量（ｋｗｈ） 

備考 
従量電灯 低圧電力 

 ４月 ４７０ ９０ 

令和４年度の 

使用電力実績値 

 ５月 ４１９ １０８ 

 ６月 ５１７ ３２３ 

 ７月 ４４５ ４３０ 

 ８月 ４３３ ４４４ 

 ９月 ４９９ ３８３ 

１０月 ４７０ ２００ 

１１月 ４５２ ６１ 

令和３年度の 

使用電力実績値 

１２月 ４４３ ３０ 

 １月 ４０９ ２１ 

 ２月 ４８７ ２２ 

 ３月 ５８０ ３６ 

合計 ５，６２４ ２，１４８  

仕      様      書 

件 名 

自衛隊沖縄地方協力本部

沖縄募集案内所で使用す

る電気 

調達要求番号  

作 成 年 月 日 令和４年１２月７日 

作成部隊等名 自衛隊沖縄地方協力本部  

作 成 者 自衛隊沖縄地方協力本部総務課 
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(3) 供給電気の種類等 

   「RE100 TECHNICAL CRITERIA」の要件を満たす再生可能エネルギー電気を供給するこ 

ととし、その電気は再エネ比率３０％以上とすること。 

参照：別紙第１「RE100  TECHNICAL  CRITERIA 」の概要 

http://www.there100.org/technical-guidance 

 (4) 使用期間 

   自 令和５年４月 １日  ０時００分 

   至 令和６年３月３１日 ２４時００分 

(5) 電力量の検針 

  ア 自動検針装置       従量電灯 無、 低圧電力 無 

   イ 電力会社の検針方法   目視検針又は遠隔通信検針 

ウ 電力量計の構成 

    電力量計は普通電力量計とし、細部については次による。 

区 分 会  社  名 型   式 

従量電灯 大崎電気工業(株) Ａ６ＷＡ－ＴＬＲ 

低圧電力 富 士 電 機 (株) Ｆ７ＥＦ－ＴＬＲ 

(6) 需給地点 

   引込接続点 

(7) 電気工作物の財産分界点 

   上記需給点に同じ 

   ただし、計量地点に設置した計量装置は沖縄地区の一般電気事業者の所有とする。 

 (8) 保安上の責任分界点 

   上記需給地点に同じ 

  

４ 品質保証 

 (1) 監督・検査 

   監督及び検査は、契約担当官等が定める監督・検査実施要領による。 

(2) その他 

  ア 本仕様書に記載なき事項でも、本件の履行に当然必要とされる事項は請負者の負

担において実施すること。 

   イ 本件の履行に際し、建物等、現地での作業を行う場合は、その作業内容を事前に

契約担当官等に申し出て承認を得ること。また、その作業状況を各工程毎に写真撮

影し、完了後整理して契約担当官へ１部提出すること。 

ウ 本件の履行に際し、建物・備品等を損傷した場合は速やかに契約担当官等へ報告

するとともに、請負者の負担により修復するものとする。 

エ 力率の変動、その他の要因による電気料金の調整及び仕様書に定めのないその他

の供給条件については、当該地域を管轄する一般電気事業者が定める電気供給約款

による。なお、入札価格の算定にあたっては、力率９０パーセントとし、燃料費調

整、再生可能エネルギー発電促進賦課金等及び電気事業者による再生可能エネルギ

ー電気の調達に関する特別措置法に基づく賦課金は考慮しないこと。 

 

 

http://www.there100.org/technical-guidance
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５ その他 

ア 供給する電力量に占める再生可能エネルギー電気の比率について確認できる資料を、 

書面(別紙第２)で半期ごと（９月・３月）に提出すること。 

 イ 入札に参加する者は、特定電源割当計画書（別紙第３）を提出すること。 

 

６ 仕様書に関する疑義 

  仕様書の内容について疑義を生じた場合は、全て契約担当官等に申し出てその指示を

受けるものとする。 

 

  



 

「RE100 technical criteria」の概要 

 

「RE100 technical criteria（※）」において、再生可能エネルギー源と認められているの

は、以下のものである。 

１．バイオマス（バイオガスを含む） 

２．地熱 

３．太陽光 

４．水力 

５．風力 

また、RE100 における再生可能エネルギー電気の調達方法は、下表のとおり定められて

いる。記載のとおり、電気事業者から購入するほか、自家発電や電力証書の購入等も調達

方法として認められている。なお、調達する再生可能エネルギー電気（電力証書を含む。）

に付随する環境価値については、重複利用がなく、調達者単独の利用であると主張できる

ことが必要となる。そのため、調達者は、電源情報とともに調達者へ環境価値を移転した

こと及び第三者へ移転しないことの証明を電気事業者から得る必要がある。 

 

表 RE100における再生可能エネルギー電気の調達方法 

自家発電（Self-generated electricity） 

１．企業が保有する発電設備による発電 

購入電力（Purchased electricity） 

２．企業の敷地内に供給者が設置した設備から購入 

３．企業の敷地外に設置した発電設備から専用線を経由して直接購入 

４．企業の敷地外にある系統に接続した発電設備から直接購入 

５．供給者（電気事業者）との契約（グリーン電力メニュー） 

６．環境価値を切り離した電力証書の購入 

資料：RE100 TECHNICAL CRITERIA をもとに作成 

 

※ 

http://www.there100.org/sites/re100/files/2021-08/RE100%20Technical%20Criteria%20Aug%2

02021.pdf 

  

別紙第１ 

http://www/


 

提出様式例 

 

 
 

 

 

  

2020年○月○日

●●●●

○○　○○　様

○○県○○市○○

株式会社○○○○

代表取締役　○○　○○　　印

１　お客様情報

２　供給期間

2020年○月○日～○月○日

３　再生可能エネルギー由来電力量の情報（各月の内訳は別紙のとおり）

区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 累積

再エネ由来電力量
（ｋＷｈ）【Ａ】

供給電力量
（ｋＷｈ）【Ｂ】

再エネ比率
（％）【Ａ／Ｂ】

特　定　電　源　割　当　証　明　書

また、供給電源情報に記載の割当電力量に係る環境価値について、●●●●に移転したことと、いかなる第三者へも移転されていないこ
とをここに証する。

2020年○半期に以下の通り●●●●に電力を供給したことをここに証する。

お客様番号

需要施設名

需要施設住所

契約電力

○○○○

○○○○

○○県○○市○○

○○○○ｋＷ

【別紙】再生可能エネルギー由来電力量の内訳（○月）

１　再エネ電気

供給元発電所名 住所 再生可能エネルギー源種類 割当電力量（ｋＷｈ）

○○発電所 ○○県○○市○○ 水力 ○○

合計（ｋＷｈ）

２　証書による環境価値移転量（環境価値を持つ証書を用いた電力メニューを提供する場合のみ記載）

供給元発電所名 住所 再生可能エネルギー源種類 環境価値移転量 発電期間 認証番号

○○発電所 ○○県○○市○○ 太陽光 ○○ ○年○月○日～○年○月○日 ○○

合計（ｋＷｈ）

総計（ｋＷｈ）

別紙第２ 

○○年○月○日 

特定電源割当証明書様式例 



 

提出様式例 

 

特定電源割当計画書 

 

自衛隊沖縄地方協力本部長   

久保 勝裕 殿  

               〇〇県〇〇市〇〇 

               株式会社〇〇〇〇 

               代表取締役  〇〇 〇〇  印 

 

〇〇年〇半期に以下の通り●●●●に電力を供給することを計画する。 

また、供給電源情報に記載の割当電力量に係る環境価値については、●●●●に移転する計画である。 

 

１ 需要施設名等 

需要施設名    〇〇〇〇 

需要施設住所   〇〇県〇〇市〇〇 

契約予定電力   〇〇〇〇ＫＷ 

 

２ 供給期間 

〇〇年〇月〇日～〇月〇日 

 

３ 再生可能エネルギー由来電力量の情報（再エネ由来電力量の内訳は付紙のとおり） 

区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 累積 

再エネ由来電

力量（kWh)【A】 

             

供給電力量

（kWh)【B】 

             

再エネ比率

（％） 

【A／B】 

             

 

 

 

 

 

  

別紙第３ 

特定電源割当計算書様式例 



 

 

【付紙】再生可能エネルギー由来電力量の内訳 

１ 再エネ電気 

供給元発電所名 住所 再生可能エネルギー源種類 割当電力量（ｋWh） 

〇〇発電所 〇〇県〇〇市 水力 〇〇 

    

  合計（ｋWh）  

 

２ 証書による環境価値移転量（環境価値を持つ証書を用いた電力メニューを供給する場合のみ記載） 

供給元発電所名 住所 再生可能エネルギー源種類 環境価値移転量 

〇〇発電所 〇〇県〇〇市 太陽光 〇〇 

    

  合計（ｋWh）  

 

 

 

 

 

 

※ 計画作成時点において、供給元発電所等について未定である場合は、可能な範囲で細部に 

ついて記載すること。  

 

 

 

 

 

 

 

 

総計（ｋWh） 

 


